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◆
和
歌
山
県
営
繕
技
師
増
田
八
郎
資
料

　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
竣
工
の
現
和
歌

山
県
庁
舎
の
設
計
者
で
あ
る
増
田
八
郎
の
関
係

資
料
が
、
平
成
二
十
八
年
十
月
、
御
子
息
か
ら

文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
料
四
〇
点
余
は
、
県
庁
舎
の
建
設
過
程
を

随
時
撮
影
し
た
写
真
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
な
ど
、

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
事
実
が
分
か
る

重
要
な
も
の
で
、
寄
贈
早
々
建
築
関
係
者
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
写
真

は
、
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（
本
紙
第
五
三
号
で
紹
介
）
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
）

　

昨
年
平
成
三
十
年
は
、
県
庁
舎
竣
工
八
〇
周

年
で
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
四
月
十
五
日

に
庁
舎
見
学
会
、
十
二
月
二
十
四
日
に
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
和
歌
山
県
庁
舎
を
つ
く
っ
た
人
び

と
」
が
県
建
築
士
会
・
県
教
育
委
員
会
共
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
「
和
歌
山
県

営
繕
技
師
増
田
八
郎
資
料
」
は
、
解
説
パ
ネ
ル

な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
県
庁
舎
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

同
年
七
月
二
十
五
日
、
県
建
築
士
会
の
皆
さ
ん

が
東
京
で
増
田
の
御
子
孫
に
面
会
す
る
機
会
を

得
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
履
歴
書
を
含
む
資
料

二
〇
点
ほ
ど
を
追
加
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

増
田
が
営
繕
技
師
と
し
て
和
歌
山
県
に
在
職

し
た
の
は
昭
和
十
年
か
ら
同
十
三
年
ま
で
の
短

　

写
真
３
は
、
増
田
の
ア
ル
バ
ム
に
あ
っ
た
も

の
で
、
東
北
帝
大
在
職
中
に
で
き
た
建
物
で
す
。

ま
ず
間
違
い
な
く
増
田
の
設
計
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
文
書
記
録

で
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
建
物
は
東

北
大
学
向
山
地
震
観
測
所
と
し
て
昭
和
四
十
二

年
ま
で
は
存
在
し
た
よ
う
で
す
。

︿
第
三
期
…
富
山
・
和
歌
山
で
の
県
庁
舎
設
計
・

　
建
設
時
代
（
昭
和
八
年
～
同
十
三
年
）﹀

　

次
に
、
増
田
は
富
山
県
・
和
歌
山
県
と
続
け

て
県
庁
舎
建
設
に
携
わ
り
ま
す
。

　

昭
和
八
年
八
月
、
富
山
県
建
築
技
師
と
し
て

採
用
さ
れ
、
臨
時
県
庁
舎
建
築
課
に
勤
務
、
の

ち
課
長
を
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
富
山
県

庁
舎
を
設
計
・
監
督
し
ま
し
た
。

　

昭
和
十
年
六
月
、
和
歌
山
県
庁
舎
建
築
事
務

嘱
託
、
同
年
九
月
三
十
日
付
け
で
正
式
に
和
歌

山
県
営
繕
技
師
と
な
り
、
昭
和
十
三
年
ま
で
和

歌
山
県
庁
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
（
写
真
４
）
。

　

写
真
２
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
前
後
に
作
ら

れ
た
増
田
の
履
歴
書
で
す
。

　

以
下
、
履
歴
書
か
ら
職
業
人
と
し
て
の
増
田

の
人
生
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︿
第
一
期
…
都
市
計
画
・
関
東
大
震
災
復
興
業

　
務
時
代
（
大
正
十
年
～
昭
和
四
年
）﹀

　

増
田
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
、
東
京
帝

国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
内
務
省

都
市
計
画
課
（
の
ち
都
市
計
画
局
）
に
就
職
し

ま
す
。

　

内
務
省
は
、
地
方
行
政
・
警
察
・
土
木
・
宗

教
な
ど
、
非
常
に
管
轄
の
広
い
、
強
大
な
権
力

を
持
つ
官
庁
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
都
市
計
画
を
行
う
課
に
建
築
士

と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
増
田
が

就
職
す
る
二
年
前
の
大
正
八
年
に
都
市
計
画
法

が
出
来
た
ば
か
り
で
し
た
。
日
本
の
近
代
都
市

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
新
し
い
花

形
部
署
に
就
職
し
た
、
と
言
え
ま
す
。

　

大
正
十
一
年
に
警
視
庁
へ
建
築
監
督
官
と
し

て
異
動
し
ま
す
が
、
翌
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
す
。

　

震
災
の
翌
年
四
月
、
増
田
は
「
帝
都
復
興
」

の
た
め
内
務
省
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
復
興

局
の
建
築
講
習
会
講
師
嘱
託
と
な
り
、
六
月
に

は
都
市
計
画
局
に
呼
び
戻
さ
れ
、
翌
大
正
十
四

年
に
は
復
興
技
師
と
い
う
身
分
と
な
っ
て
正
式

に
復
興
局
勤
務
と
な
り
ま
す
。
以
後
昭
和
初
年

ま
で
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
周
辺
の
復
興
事

業
に
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

︿
第
二
期
…
東
北
帝
国
大
学
時
代
（
昭
和
四
年

　
～
同
八
年
）﹀

　

そ
し
て
、
昭
和
四
年
三
月
に
東
北
帝
国
大
学

技
師
と
な
り
、
以
後
同
八
年
ま
で
営
繕
課
長
・

助
教
授
等
を
歴
任
し
ま
す
。

い
期
間
で
し
た
が
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
履
歴
書

と
御
子
孫
の
御
話
か
ら
、
増
田
の
生
涯
・
経
歴

を
御
紹
介
し
ま
す
。

◆
増
田
八
郎
の
生
涯

　

増
田
八
郎
は
、
江
戸
・
東
京
で
代
々
袴
な
ど

を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
商
家
の
長
男
と
し
て
、

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
二
月
十
一
日
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
が
で
き
た
の
で

東
大
に
進
み
、
家
業
は
弟
が
継
い
だ
そ
う
で
す
。

（写真１）東大時代（写真２）履歴書

（写真３） 増田のアルバムより
「東北帝国大学理学部八木山観象所　昭和６年４月」

  
増
田
八
郎
の
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歴
書

和
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山
県
庁
舎
設
計
者

  
増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  
増
田
八
郎
の
履
歴
書

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
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平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集
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和
歌
山
庁
舎
完
成
ま
で
の
仕
事
に
つ
い
て

は
、
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
、

「
和
歌
山
県
営
繕
技
師
増
田
八
郎
資
料
」
を
用

い
た
今
後
の
研
究
に
譲
り
ま
す
。

︿
第
四
期
…
国
史
館
造
営
委
員
会
・
軍
事
保
護

　
院
時
代
（
昭
和
十
四
年
～
同
二
十
年
）﹀

　

和
歌
山
県
退
職
後
、
再
び
増
田
は
国
の
役
人

に
戻
り
ま
す
。

　

昭
和
十
三
年
十
二
月
に
文
部
技
師
と
な
り
、

翌
十
四
年
三
月
、
国
史
館
造
営
委
員
会
幹
事
と

な
り
、
昭
和
十
五
年
三
月
に
は
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
会
の
嘱
託
を
兼
務
し
ま
す
。

　

「
国
史
館
」
と
は
、
昭
和
十
五
年
の
神
武
天

皇
即
位
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
国
に
よ

り
建
設
が
計
画
さ
れ
た
展
示
施
設
で
、
皇
室
や

神
道
に
関
係
す
る
資
料
な
ど
、
国
の
歴
史
「
国

史
」
に
関
わ
る
資
料
を
展
示
し
て
国
威
発
揚
に

資
す
る
施
設
と
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
昭
和

十
七
年
六
月
ま
で
に
完
成
と
い
う
計
画
で
し
た

が
、
戦
争
に
伴
う
物
資
不
足
等
に
よ
り
延
期
さ

れ
、
結
局
頓
挫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
務
担
当
者
で

が
分
離
し
た
も
の
、
そ
し
て
県
・
地
方
行
政
を

統
括
し
た
の
も
内
務
省
で
す
か
ら
、
実
態
は
内

務
官
僚
と
し
て
、
内
務
省
の
命
を
受
け
、
あ
る

時
は
文
部
省
、
又
あ
る
時
は
県
に
行
っ
て
県
庁

を
作
る
と
い
う
よ
う
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
、
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業
や
、
頑
丈
な
県

庁
舎
建
設
と
い
う
地
方
の
整
備
、
戦
争
に
伴
う

政
策
と
戦
況
の
悪
化
に
翻
弄
さ
れ
る
仕
事
と
、

増
田
の
人
生
は
大
正
以
降
の
日
本
の
近
代
史
を

体
現
・
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

終
戦
後
、
内
務
省
は
解
体
さ
れ
ま
す
が
、
増
田

も
終
戦
直
後
に
亡
く
な
り
ま
す
。
内
務
省
と
運

命
を
共
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

増
田
の
生
涯
は
、
内
務
官
僚
で
あ
る
エ
リ
ー

ト
技
師
と
し
て
、
国
家
と
共
に
日
本
の
近
代
史

を
歩
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
藤
隆
宏
）

と
す
る
と
こ
の
軍
事
保
護
院
の
仕
事
が
原
因
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
昭
和
十
九
年
三
月
、
増
田
は
官
僚
を

依
願
退
職
し
、
関
東
土
木
建
築
統
制
組
合
と
い

う
団
体
の
理
事
と
な
り
ま
す
。
恐
ら
く
、
こ
の

時
既
に
体
調
を
崩
し
、
療
養
の
た
め
に
転
職
を

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

履
歴
書
の
記
述
は
以
上
で
終
わ
り
ま
す
が
、

増
田
は
終
戦
翌
月
の
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
九

日
、
結
核
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
五
〇
歳
で
し

た
。

　

以
上
、
増
田
の
経
歴
を
概
観
し
ま
し
た
。

所
属
省
庁
は
、
振
り
出
し
が
内
務
省
、
東
北
帝

大
と
国
史
館
造
営
委
員
会
は
文
部
省
、
軍
事
保

護
院
は
厚
生
省
、
第
三
期
は
県
、
と
、
一
見
バ

ラ
バ
ラ
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
文
部
省
は
内

務
省
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
し
、
厚
生

省
の
事
務
は
元
々
内
務
省
が
担
っ
て
い
た
も
の

あ
る
幹
事
に
、
建
築
技
師
と
し
て
は
た
だ
一
人

増
田
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
し
、

こ
の
国
家
の
威
信
を
か
け
た
建
物
の
建
設
が
実

現
し
て
い
た
ら
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
増
田

の
設
計
に
よ
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

国
史
館
建
設
が
延
期
さ
れ
る
中
、
昭
和
十
七

年
四
月
、
軍
事
保
護
院
技
師
を
兼
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
以
後
は
こ
ち
ら
が
メ
イ
ン
の
仕

事
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

軍
事
保
護
院
は
、
傷
痍
軍
人
（
戦
争
で
負
傷

し
た
り
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
軍
人
）
の
療
養

や
援
護
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。
増
田
は
病
院

の
設
計
等
に
携
わ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す

が
、
戦
争
の
激
化
に
伴
っ
て
、
収
容
す
べ
き
軍

人
は
激
増
し
、
病
院
を
建
設
す
る
物
資
は
な
い
、

し
か
も
空
襲
が
あ
る
、
と
い
う
大
変
困
難
な
状

況
で
の
仕
事
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想

像
さ
れ
ま
す
。
御
子
孫
に
よ
れ
ば
、
増
田
は
激

務
が
た
た
っ
て
結
核
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
だ

（写真４）県庁舎建築課技術室前での集合写真
前列中央が増田、その右が構造設計の坪井善勝

増田八郎の履歴（「履歴書」より）

＜第一期　都市計画・関東大震災復興業務時代＞
・大正10年４月　東京帝国大学工学部建築学科　
　卒業
・卒業後、内務省都市計画課（のち都市計画局）
　就職
・大正11年６月　警視庁建築監督官　
※大正12年9月1日　関東大震災
・大正13年４月　復興局建築講習会講師嘱託
・大正13年６月　都市計画局勤務
・大正14年４月　復興技師　復興局勤務

＜第二期　東北帝国大学時代＞
・昭和４年3月20日　東北帝国大学技師
→昭和８年まで営繕課長・助教授等を歴任する

＜第三期　県庁舎設計・建築時代＞
・昭和８年8月1日　富山県建築技師
　→臨時県庁舎建築課勤務、のち課長を務める
・昭和10年6月10日
　　「和歌山県庁舎建築事務ヲ嘱託ス」　
・昭和10年9月30日
　　「和歌山県営繕技師ヲ命ス
　　  年俸参千五百円ヲ給ス
　　  総務部県庁舎建築課勤務ヲ命ス」
・昭和13年4月28日
　　「願ニ依リ営繕技師ヲ免ス　和歌山県」
　
＜第四期　国史館造営委員会・軍事保護院時代＞
・昭和13年12月　文部技師　
・昭和14年３月　国史館造営委員会幹事
・昭和15年３月　紀元二千六百年奉祝会嘱託
・昭和17年４月　軍事保護院技師兼文部技師
・昭和19年３月　依願免本官並兼官
・昭和19年３月　関東土木建築統制組合理事
※昭和20年9月29日　結核により没（50才）
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は
じ
め
に

　

本
紙
第
四
七
号
で
「
明
治
時
代
後
半
期
の
和

歌
山
市
の
本
屋
さ
ん
た
ち
」
と
題
し
て
和
歌
山

市
内
の
書
店
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
同

時
期
以
降
に
和
歌
山
市
以
外
に
存
在
し
て
い
た

本
屋
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

商
号
登
記
し
た
本
屋
さ
ん

　

こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
書
籍
お
よ
び
新
聞
雑
誌

販
売
と
明
示
し
て
い
る
も
の
を
『
紀
伊
毎
日
新

聞
』（
以
下『
紀
伊
毎
日
』と
す
る
。）
の
商
業
登

記
広
告
で
商
号
を
登
記
し
た
も
の
を
年
代
順
に

挙
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
便
宜
上
、

実
際
の
登
記
広
告
文
と
は
順
番
を
入
れ
替
え
る

と
と
も
に
営
業
品
目
の
中
で
直
接
関
係
が
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

・
商
号
紀
小
竹
屋  

商
号
所
有
者
紀
伊
国
日
高
郡

御
坊
町
大
字
御
坊
百
七
番
地
小
竹
佐
兵
衛

営
業
荒
物
書
籍
（
中
略
）
小
間
物
販
売

　

右
明
治
参
拾
壱
年
七
月
弐
拾
六
日
登
記
ス

・
商
号
松
原
屋　

商
号
所
有
者
紀
伊
国
日
高
郡

御
坊
町
大
字
御
坊
十
番
地
塚
原
利
兵
衛　

営
業

（
中
略
）
書
籍
小
間
物
荒
物
販
売

　

右
明
治
参
拾
壱
年
七
月
弐
拾
八
日
登
記
ス

・
商
号
鍋
屋　

商
号
所
有
者
紀
伊
国
伊
都
郡
橋

　
　

既
に
登
記
し
て
い
た
本
屋
さ
ん

　

そ
の
証
し
と
考
え
て
良
い
の
か
、
明
治
三
十
三

年
十
二
月
十
五
日
付
の
広
告
で
兵
庫
県
明
石
町

に
あ
っ
た
隆
文
館
と
い
う
発
行
所
か
ら
刊
行
さ
れ

た
『
青
年
文
学
誌
』
の
売
捌
き
代
理
店
と
し
て

那
賀
郡
池
田
村
南
中
に
あ
っ
た
山
田
書
舗
と
い
う

本
屋
さ
ん
が
唐
突
に
そ
の
名
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
二
年
前
の
明
治
三
十
一
年
四
月
二

日
に
那
賀
郡
東
野
上
村
大
字
動
木
の
榎
徳
之
助

と
い
う
人
物
が
「
紀
伊
毎
日
新
聞
売
捌
」
と
い

う
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　

こ
れ
ら
は
現
存
す
る
『
紀
伊
毎
日
』
紙
上
で

登
記
広
告
で
は
な
い
本
屋
さ
ん
と
新
聞
販
売
店

の
通
常
広
告
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
が
、

翌
三
十
二
年
一
月
一日
に
は
「
紀
伊
毎
日
新
聞
販

売
所
」
と
い
う
広
告
が
数
店
単
位
で
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
、
和
歌
山
市
内
に
所
在
し
た
も

の
を
除
い
て
、
紀
三
井
寺
に
猪
川
新
聞
店
、
黒
江

に
小
嵐
新
聞
店
、
日
方
に
前
出
の
青
木
新
聞
店
、

岩
出
に
行
平
新
聞
店
、
名
手
に
も
同
じ
く
前
出

の
平
井
新
聞
店
、
そ
し
て
湯
浅
に
林
新
聞
店
が

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
販
売
店
は
着
実
に
増
加
し

て
お
り
、
翌
明
治
三
十
三
年
一
月
に
橋
本
町
に
所

在
し
て
い
た
村
木
新
聞
舗
が
至
急
広
告
と
銘
打
っ

販
売

右
明
治
参
拾
弐
年
参
月
参
拾
壱
日
登
記
ス

　

以
上
が
和
歌
山
市
内
を
除
く
県
内
で
商
号
を

登
記
し
た
こ
と
が
『
紀
伊
毎
日
』
紙
上
で
確
認

で
き
る
本
屋
さ
ん
の
す
べ
て
で
、
明
治
三
十
一年
七

月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
で
す
。

　

そ
し
て
、
ど
う
い
う
訳
か
こ
の
年
以
降
に
登
記

し
た
本
屋
さ
ん
お
よ
び
新
聞
販
売
店
は
現
時
点

で
は
全
く
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
い
ま
確
認
さ
れ
た
も
の
の
所
在
地

の
内
訳
は
伊
都
郡
に一軒
（
橋
本
・
森
脇
房
太
郎
）、

那
賀
郡
に
四
軒
（
名
手
・
平
井
萬
次
郎
、
粉
河
・

森
川
喜
三
郎
、
岩
出
・
富
永
兼
一、
東
野
上
・
石

本
弥
之
助
）、
日
高
郡
に
二
軒
（
御
坊
・
小
竹
佐

兵
衛
、塚
原
利
兵
衛
）、西
牟
婁
郡
に一軒
（
田
辺・

松
崎
茂
平
）
の
八
軒
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
中
央
に

出
版
社
や
新
聞
社
が
続
々
と
誕
生
し
て
く
る
中
で
、

和
歌
山
県
下
に
そ
こ
か
ら
出
版
さ
れ
る
も
の
を
売

捌
く
店
が
わ
ず
か
八
軒
と
い
う
の
は
い
か
に
も
少

な
す
ぎ
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
海
草
郡
や
有
田
郡
お
よ
び
東
牟
婁

郡
な
ど
に一
軒
も
見
出
せ
な
い
と
い
う
の
も
不
思

議
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、『
紀
伊
毎
日
』
は
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
四
月
に
創
刊
し
て
い
ま
す
が
、

当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
部
分
が
同
三
十
一
年
三
月

か
ら
の
も
の
で
す
の
で
、
こ
こ
に
約
五
年
間
の
空

白
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
年
ま
で
に
本
屋
お
よ

び
新
聞
雑
誌
販
売
の
商
号
を
所
有
し
て
い
た
人

た
ち
の
中
で
す
で
に
登
記
を
済
ま
せ
た
人
た
ち
が

い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。

本
町
大
字
橋
本
七
拾
参
番
地
森
脇
房
太
郎

営
業
西
洋
小
間
物
、（
中
略
）
書
籍
等
販
売

右
明
治
参
拾
壱
年
七
月
参
拾
日
登
記
ス

・
商
号
米
萬 

商
号
所
有
者
紀
伊
国
那
賀
郡
名
手

村
大
字
名
手
市
場
六
百
八
拾
四
番
地
平
井
萬
次

郎　

営
業
米
穀
及
新
聞
雑
誌
書
籍
（
中
略
）
販

売右
明
治
参
拾
壱
年
八
月
壱
日
登
記
ス

・
商
号
松
崎
商
店
書
籍
部  

商
号
所
有
者
西
牟
婁

郡
田
辺
町
大
字
福
路
町
弐
拾
壱
番
地
松
崎
茂
平

　

営
業
和
漢
洋
書
籍
（
中
略
）
販
売

右
明
治
参
拾
壱
年
九
月
弐
拾
日
登
記
ス

・
商
号
森
川
商
店  

商
号
所
有
者
那
賀
郡
粉
河
町

大
字
粉
河
弐
千
百
九
拾
壱
番
地
森
川
喜
三
郎　

営
業
鉄
砲
、（
中
略
）書
籍
文
具
、（
中
略
）販
売

右
明
治
参
拾
壱
年
九
月
参
拾
日
登
記
ス

・
商
号
清
心
堂  

商
号
所
有
者
那
賀
郡
岩
出
村

大
字
清
水
弐
百
拾
九
番
地
富
永
兼
一　

営
業
諸

紙
書
籍
文
具
類
、（
中
略
）
販
売

右
明
治
参
拾
弐
年
参
月
参
拾
壱
日
登
記
ス

・
商
号
叢
文
堂
石
本
商
店  

商
号
所
有
者
那
賀

郡
東
野
上
村
大
字
動
木
弐
百
拾
参
番
地
石
本
彌

之
助　

営
業
書
籍
新
聞
雑
誌
文
具
類
、（
中
略
）

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 
和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 
和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

123456

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

図
１　

Ｍ
31
・
４
・
２
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た
求
人
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。 

　

次
に
、
明
治
三
十
三
年
五
月
の
藤
田
新
聞
舗

に
よ
る
広
告
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
３
参
照
）。

　

こ
の
販
売
店
は
那
賀
郡
名
手
に
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
従
来
は
粉
河
町
在
住
の
上
田
熊
太
郎
と

い
う
人
物
に
粉
河
や
長
田
村
ま
で
配
達
を
さ
せ
て

い
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
明
治
三
十
四
年
一月
一日
に
は
海
草
郡
日

方
町
の
青
木
彦
次
郎
が
諸
新
聞
雑
誌
ほ
か
の
販

売
所
と
し
て
年
賀
広
告
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
４
参
照
）。

　

立
舎
、
日
高
郡
御
坊
に
津
村
新
蔵
、
有
田
郡
湯

浅
に
林
吉
之
助
、
同
郡
箕
島
に
鍵
野
由
介
等
の

名
が
見
え
ま
す
。

　
　

お
わ
り
に
か
え
て

　

明
治
二
十
二
年
十
二
月
に
『
紀
伊
教
育
会
雑

誌
』
第
三
十
号
に
ふ
た
葉
園
が
掲
載
し
た
「
ふ

た
葉
」
と
い
う
総
合
誌
の
大
取
次
所
と
し
て
、

那
賀
郡
粉
河
に
森
川
と
伊
藤
、
同
郡
岩
田
と
行

平
、
伊
都
郡
橋
本
に
守
安
と
武
田
、
同
郡
九
度

山
に
今
川
と
い
う
名
が
見
え
ま
す
。

　

こ
う
し
て
見
て
ゆ
く
と
、
本
屋
で
あ
り
新
聞
販

売
店
で
も
あ
っ
た
店
が
県
下
に
か
な
り
の
数
存
在

し
て
お
り
、
か
つ
長
期
に
わ
た
って
営
業
を
続
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
後
期
の
本
屋
の
数
は
決
し

て
こ
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま

す
。                             　

     　

　

中
に
は
書
籍
や
新
聞
雑
誌
の
取
扱
い
を
始
め
て

み
た
は
い
い
が
、
直
ぐ
に
手
を
引
く
と
い
う
業
者

も
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
が
そ
の
証
し
に
な
る

か
は
不
確
定
で
す
が
、
明
治
三
十
八
年
一
月
に
田

村
天
眞
堂
と
い
う
薬
種
商
が
書
籍
や
雑
誌
の
取
扱

い
に
乗
り
出
す
と
い
う
年
賀
広
告
を
出
し
ま
す

が
、
翌
年
以
降
に
は
全
く
登
場
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
本
屋
さ
ん
や
新
聞
販
売
店
に

つい
て
の
創
業
年
や
営
業
期
間
に
つい
て
現
時
点
で

は
未
調
査
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
の
年
代
比
定
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

  

こ
こ
で
は
今
後
の
課
題
と
し
て
別
の
機
会
に
稿

を
お
こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
須
山
高
明
）

　
　

そ
れ
以
前
の
本
屋
さ
ん

　

と
こ
ろ
で
、
図
５
で
諸
新
聞
売
捌
所
と
し
て
名

を
連
ね
て
い
る
二
四
店
中
、
登
記
広
告
を
し
た

那
賀
郡
名
手
の
平
井
萬
次
郎
と
同
郡
東
野
上
の

石
本
彌
之
助
を
除
く
残
り
の
二
二
店
は
いっ
た
い
い

つ
頃
登
記
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
る
た
め
に
は
『
紀
伊
毎
日
』
以
外
で
明
治

三
十
一年
以
前
に
発
行
さ
れ
て
い
た
ツ
ー
ル
を
調
べ

る
必
要
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
『
か
つ
ら

ぎ
町
史　

近
代
史
料
編
』
に
極
め
て
興
味
深
い

記
録
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
森
田
庄
兵
衛
が
発
行
し
て
い
た
『
紀

陽
新
聞
』
第
八
十
七
号
（
明
治
二
十
一
年
八
月

二
十
五
日
）
の
最
終
頁
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
記

さ
れ
て
い
た
当
該
紙
の
大
売
捌
所
の
所
在
地
と
名

前
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、『
紀
陽
新
聞
』
は
和
歌
山
市

に
も
送
ら
れ
て
き
て
い
た
よ
う
で
当
時
和
歌
山
区

北
町
に
あ
っ
た
津
田
源
兵
衛
の
名
前
が
最
初
に
登

場
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
続
い
て
、
名
草
郡
に
は
日
方
浦
の
通
運

会
社
、
同
郡
園
部
村
の
南
雄
次
郎
が
あ
り
、
那

賀
郡
に
は
清
水
村
に
岩
田
嘉
十
郎
、
動
木
村
に

吉
村
蔵
助
、
名
手
市
場
村
に
平
井
萬
次
郎
、
有

田
郡
で
は
湯
浅
道
町
に
栩
野
藤
太
郎
・
箕
鍵
野

助
、
日
高
郡
で
は
御
坊
村
に
宇
治
田
太
市
、
伊

都
郡
で
は
笠
田
中
村
に
木
下
孫
助
、
大
野
村
に

峰
芳
太
郎
、
東
家
村
に
壺
井
国
三
、
西
牟
婁
郡

で
は
田
辺
に
娯
目
堂
と
い
う
名
が
挙
が
って
い
ま
す

（
同
書
五
九
二
～
五
九
三
頁
）。

　

ま
た
、『
和
歌
山
日
日
新
聞
』
の
明
治
二
十
一

年
九
月
二
日
の
広
告
に
あ
る
田
中
太
右
衛
門
の
発

行
に
か
か
る
「
日
本
帝
國
國
會
議
員
正
傳
」
と

い
う
書
物
の
売
捌
所
と
し
て
那
賀
郡
岩
出
に
共

　

さ
ら
に
、
明
治
三
十
九
年
の
正
月
に
い
た
る
と

「
諸
新
聞
売
捌
所
」
と
し
て
二
十
四
店
が
合
同

し
て
年
賀
広
告
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
書
店
で
も
あ
り
ま
す
。図５　M39・1・1

図
４　

Ｍ
34
・
１
・
１　

図
２　

Ｍ
33
・
１
・
14

図
３　

Ｍ
33
・
５
・
16
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平
成
三
十
年
度
に
当
館
が
寄
贈
・
寄
託
に

よ
っ
て
新
収
し
た
古
文
書
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
番
号
付

け
、
目
録
作
り
、
複
製
物
作
成
な
ど
、
皆
様
に

利
用
い
た
だ
く
た
め
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
整
理
中
の
文
書
は
、
出
納
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
、
御
利
用
に
な
れ
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
御
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
事
前
に
当
館
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

三
浦
家
家
臣
宮
本
家
文
書

　

肥
後
熊
本
藩
出
身
の
婦
人
科
医
師
松
田
道
庵

は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
紀
州
徳
川
家

初
代
藩
主
頼
宣
の
正
室
と
な
っ
た
熊
本
藩
主
加

藤
清
正
の
娘
（
瑶
林
院
）
の
匙
医
と
な
り
、
紀

州
藩
に
仕
え
ま
す
。
紀
州
藩
医
師
と
し
て
の
松

田
家
は
二
代
で
絶
え
ま
す
が
、
道
庵
か
ら
五

代
目
と
な
る
玄
東
が
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、

紀
州
藩
家
老
三
浦
為
隆
の
匙
医
と
し
て
召
し
出

さ
れ
、
以
来
宮
本
姓
と
な
り
ま
す
。
以
後
代
々

宮
本
家
は
医
師
と
し
て
三
浦
家
に
仕
え
ま
す

が
、
八
代
玄
啓
宏
篤
は
還
俗
し
て
司
馬
と
名
乗

り
、
最
終
的
に
三
浦
家
家
老
と
な
り
分
家
、
九

代
玄
啓
質
甫
は
「
教
学
所
」
の
惣
頭
と
な
る
な

ど
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

御
子
孫
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
三
浦
家
家
臣

宮
本
家
文
書
約
一
〇
〇
点
は
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
松
田
・
宮
本
家
の
系
譜
・
由
緒
・
勤
書
類
、

秘
伝
薬
の
製
法
を
記
し
た
伝
授
書
等
が
主
な
も

の
で
す
。
道
庵
の
師
延
寿
院
道
三
が
発
行
し
た

文
書
や
、
質
甫
を
悼
む
仁
井
田
長
群
の
墓
碑
の

文
章
を
記
し
た
掛
け
軸
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

の
古
文
書
約
二
〇
〇
点
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
以
後
の
中
田
村
・
東
原
地
区

の
年
貢
、
寺
社
や
用
水
路
の
管
理
、
周
辺
地
域

と
の
争
論
な
ど
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
記
録

が
残
り
ま
す
。

和
歌
山
県
営
繕
技
師
増
田
八
郎
資
料

　

本
紙
「
和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者
増
田
八
郎
の

履
歴
書
」
で
紹
介
し
た
履
歴
書
な
ど
約
二
〇
点

で
、
平
成
二
十
八
年
度
に
続
く
追
加
寄
贈
で
す
。

　

履
歴
書
の
ほ
か
、
東
京
帝
国
大
学
学
生
時
代

の
写
真
ア
ル
バ
ム
、
東
京
帝
大
同
級
生
が
手
掛

け
た
建
造
物
と
家
族
の
写
真
、
増
田
の
家
族
や

和
歌
山
周
辺
の
風
景
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

谷や
つ
い井

家
文
書
Ⅱ
（
和
歌
山
市
関
戸
）

　

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た

谷
井
家
文
書
（
本
紙
第
三
七
号
・
第
三
九
号
参

照
）
と
同
出
所
で
、
市
場
に
流
出
し
た
古
文
書

約
三
五
〇
点
を
購
入
し
た
方
か
ら
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

江
戸
期
か
ら
昭
和
初
年
ま
で
の
谷
井
家
の
商

業
（
地
主
経
営
含
む
）
及
び
家
政
に
関
す
る
出

納
関
係
帳
簿
や
請
求
書
・
領
収
書
関
係
や
書
状

な
ど
、
雑
多
な
も
の
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
家
の
資
料
は
、
和
歌
山
県
立
紀
伊

風
土
記
の
丘
及
び
和
歌
山
市
立
博
物
館
に
も
収

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

牧
ス
ナ
旧
蔵
岡
崎
邦
輔
資
料

　

和
歌
山
出
身
の
政
治
家
岡
崎
邦
輔
（
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
～
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
））

の
晩
年
一
〇
年
間
に
東
京
の
岡
崎
邸
で
住
み
込

み
の
看
護
師
を
し
て
い
た
牧
ス
ナ
氏
が
、
岡
崎

か
ら
貰
っ
た
も
の
を
主
と
す
る
約
八
〇
点
の
資

現
場
で
東
奔
西
走
し
ま
す
。
そ
の
過
程
で
作

成
・
取
得
し
た
海
防
図
や
戦
場
の
地
図
な
ど
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

②
は
、
建
彦
が
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
か

ら
没
す
る
ま
で
勤
め
た
神
職
に
関
す
る
も
の
で

す
。
建
彦
は
日ひ
の
く
ま前

・
国く

に
か
か
す懸

神
社
の
主し

ゅ
て
ん典

・
権ご

ん

禰ね

ぎ宜
・
禰
宜
、
名
草
郡
内
各
中な

か
こ
と言

神
社
の
祠し

掌し
ょ
う

、

竃か
ま
や
ま山

神
社
主
典
等
を
歴
任
し
ま
し
た
。
竃
山
神

社
主
典
に
就
任
し
た
明
治
十
八
年
は
同
社
が
村

社
か
ら
官
幣
中
社
と
な
っ
た
年
で
あ
り
、
関
係

記
録
が
残
り
ま
す
。

　

③
は
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
物
理
学
科

を
卒
業
し
、
黎
明
期
の
地
震
学
者
と
し
て
震
災

予
防
調
査
会
の
水
平
振
子
観
測
方
に
一
時
勤
め
、

の
ち
海
軍
兵
学
校
の
教
官
と
な
っ
て
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
ま
で
勤
務
し
、
の
ち
粉
河
中
学

校
の
嘱
託
教
授
も
勤
め
た
応
太
郎
の
資
料
で
す
。

発
表
し
た
地
震
学
論
文
の
執
筆
資
料
や
、
教
育

論
を
ま
と
め
た
文
章
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

中
田
区
文
書
（
紀
美
野
町
中
田
）

　

現
紀
美
野
町
中
田
は
、
江
戸
時
代
の
高
野
山

行
人
領
小
川
組
の
中
田
村
（
現
東
原
地
区
）
と

新
荘
村
（
現
西
原
地
区
）
が
明
治
八
年
に
合
併

し
て
で
き
た
大
字
で
す
。

　

従
来
「
中
田
村
区
有
文
書
」「
中
田
地
区
班

有
文
書
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
東
原
地
区

の
番
総
代
が
持
ち
回
り
で
管
理
し
て
い
た
黒
箱

　

ま
た
、
明
治
以
降
に
同
家
が
携
わ
っ
た
医
業

や
米
穀
商
の
書
類
も
若
干
残
り
ま
す
。

塩え
ん
冶や

家
文
書

　

旧
紀
州
藩
士
塩
冶
家
文
書
三
〇
〇
点
余
の
寄

託
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

①
江
戸
時
代
の
紀
州
藩
士
文
書

②
明
治
期
に
神
職
を
勤
め
た
塩
冶
建
彦
の
文
書

③
建
彦
の
子
で
海
軍
兵
学
校
教
官
を
勤
め
、
地

　

震
学
者
で
も
あ
っ
た
応ま
さ

太
郎
の
資
料

の
三
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

①
に
は
、
塩
冶
家
の
由
緒
や
歴
代
当
主
の
職

務
履
歴
に
関
す
る
記
録
の
他
、
幕
末
の
当
主
長

之
助
（
の
ち
長
治
郎
→
建
彦
と
改
名
）
が
職
務

上
作
成
・
取
得
し
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

建
彦
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
紀
州
藩

表
御
用
部
屋
勤
め
の
書
記
と
な
り
ま
す
が
、
翌

年
以
降
、「
海
防
方
」「
軍
事
方
」の
書
記
や
応
接
・

交
渉
役
と
し
て
、
将
軍
徳
川
家い
え
も
ち茂

の
紀
淡
海
峡

巡
視
や
上
洛
、
藩
主
徳
川
茂も
ち
つ
ぐ承

の
大
坂
警
備
、

長
州
征
討
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
後
の
国
境
警

備
、
奥
州
追
討
軍
従
軍
な
ど
幕
末
・
維
新
期
の

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

123456

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

塩冶家文書のうち
「摂泉紀淡播内海深浅路程全図」

中田区文書黒箱
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文
書
館
に
は
、
和
歌
山
県
庁
の
永
久
保
存
文

書
の
う
ち
、
事
案
完
結
後
二
〇
年
を
経
過
し
た

も
の
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、知
事
部
局
・

県
議
会
事
務
局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委

員
事
務
局
・
労
働
委
員
会
事
務
局
・
収
用
委
員

会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水
面
漁
場
管

理
委
員
会
が
保
存
期
間
満
了
に
よ
り
廃
棄
す
る

有
期
限
文
書
の
う
ち
歴
史
的
価
値
が
あ
る
も
の

を
選
別
し
「
歴
史
文
書
」
と
し
て
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
た

永
久
保
存
文
書
は
三
三
八
冊
で
す
。
平
成
五
年

開
館
以
降
の
累
積
冊
数
は
、
二
三
、三
九
七
冊

に
な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
文
書
の
収
集
冊
数
は
四
七
一
冊
で
、
そ

の
う
ち
四
四
八
冊
が
知
事
部
局
本
課
か
ら
収

集
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
、
知
事
部
局
本

課
全
体
で
は
、
合
計
九
、三
三
五
冊
の
文
書
が

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
う
ち
の
四
・

八
％
が
、
歴
史
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
館
以
降
の
歴
史
文
書
の
累
積
冊
数
は
、
七
、

九
九
八
冊
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
文
書
館
で
保
存
・
整
理

さ
れ
、
事
案
完
結
後
三
〇
年
が
経
過
し
、
且
つ

個
人
情
報
保
護
な
ど
の
問
題
が
な
く
な
っ
た
も

の
か
ら
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
永
久
保
存
文
書
の
う
ち
、
個
人
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
情

報
公
開
制
度
に
則
り
、
県
庁
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
の
御
利
用
に
な
り
ま
す
。

料
で
す
。
牧
氏
の
親
族
の
方
か
ら
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

岡
崎
の
写
真
、
書
、
軍
人
南
次
郎
か
ら
の
絵

葉
書
、
葬
儀
委
員
名
簿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
に
は
、
陸
奥
宗
光
や
紀
州
藩
士
出
身
の

軍
人
・
大
陸
浪
人
岡
本
柳
之
助
の
墓
前
で
撮
影

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

書
に
は
、「
普
通
選
挙
法
の
通
過
し
た
る
と

き
」
な
ど
と
作
成
年
が
特
定
で
き
、
心
情
を
反

映
し
た
内
容
の
も
の
も
あ
り
、
歴
史
的
価
値
を

有
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

栖
原
角
兵
衛
文
書

　

江
戸
時
代
初
頭
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
一
二
代

に
わ
た
り
房
総
・
奥
州
・
松
前
・
蝦
夷
地
・
樺
太
・

千
島
列
島
ま
で
進
出
し
、
漁
業
、
薪
炭
・
材
木

商
、
海
運
、
鉱
山
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し

た
有
田
郡
栖
原
村
（
現
湯
浅
町
栖
原
）
出
身
の

栖
原
角
兵
衛
家
の
新
出
資
料
一
〇
一
点
で
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
、
江
戸
深
川
木
場
に

あ
っ
た
同
家
の
材
木
問
屋
に
関
す
る
文
書
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
神
奈
川
県
大

磯
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
か
ら
同
町
郷
土
資
料
館
に

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
、
近
年
に
な
り
栖
原
角

兵
衛
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

同
館
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
立
図
書
館
蔵
『
栖
原
家
文
書
』
と

併
せ
、
栖
原
角
兵
衛
研
究
の
重
要
資
料
で
す
。

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
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平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

岡崎邦輔写真（署名入り）

　

こ
の
事
業
で
は
、
和
歌
山
県
内
の
地
震
・
津

波
・
洪
水
な
ど
過
去
の
災
害
に
関
す
る
記
録
や

記
念
碑
、
言
い
伝
え
な
ど
を
調
査
し
て
今
後
の

教
訓
と
し
、
併
せ
て
地
域
の
古
文
書
、
仏
像
、

祭
礼
な
ど
文
化
財
の
確
認
も
行
い
、
将
来
の
被

災
へ
の
備
え
や
、
近
年
増
加
し
て
い
る
盗
難
対

策
と
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
現
地
学
習
会
の

開
催
直
前
に
、
白
浜
町
内
で
仏
像
の
盗
難
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
仏
像
は
後
に
発
見
さ
れ
ま

し
た
が
、
天
災
の
み
な
ら
ず
、
人
災
か
ら
文
化

遺
産
を
守
る
た
め
に
も
、
今
後
も
こ
の
事
業
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

文
書
館
は
例
年
、
県
立
博
物
館
、
県
教
育
庁

文
化
遺
産
課
、
和
歌
山
大
学
や
県
外
の
研
究
者
、

民
間
団
体
「
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や

ま
」
と
共
同
し
て
文
化
庁
補
助
金
事
業
「
地
域

に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文
化
遺
産
を
発
掘
・

共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
日
高
郡
日
高
町
と
西
牟

婁
郡
白
浜
町
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
成
果
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
地
元

で
長
年
研
究
し
て
お
ら
れ
る
専
門
家
を
交
え
て

現
地
学
習
会
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
」
と
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冊
子
『
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た

『
災
害
の
記
憶
』
を
未
来
に
伝
え
る
Ⅴ
』
を
発

行
し
、
両
町
内
で
全
戸
配
付
し
ま
し
た
。
こ
の

冊
子
は
、
県
立
博
物
館
で
配
付
す
る
と
と
も
に

同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

日高町比井地区の防災訓練に参加
（平成 30 年 11 月 1 日）

現
地
学
習
会

　歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
１
８ ―

命
と
文
化
遺
産
と
を
守
る―

二
月
二
十
三
日

　於
：
日
高
町
中
央
公
民
館 

参
加
者
九
〇
名

二
月
二
十
四
日 

於
：
白
浜
町
立
日
置
川
拠
点
公
民
館 

参
加
者
五
三
名

①「
日
高
町
志
賀
地
区
に
お
け
る
た
め
池
災
害
」

　
帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師

　
　

 

裏
直
記
氏

②「
比
井
地
区
に
お
け
る
地
震
津
波
の
記
憶
」

　
和
歌
山
県
立
博
物
館

　
前
田
正
明
主
任
学
芸
員

③「
焼
火
地
蔵
信
仰
の
広
が
り―

浄
土
院
地
蔵
尊
を
中
心
に―

」

　
和
歌
山
県
文
化
遺
産
課 

　松原
瑞
枝
主
事

④「
祭
り
／
祭
礼
と
社
会
組
織
の
変
容―

阿
尾
地
区
ク
エ
祭
の

　
　
　
　
　
　ク
エ
押
し
と
獅
子
舞
の
断
絶
を
中
心
と
し
て―

」

　
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
特
任
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉
村
旭
輝
氏

⑤「
誰
に
で
も
で
き
る
水
濡
れ
資
料
の
応
急
処
置
法
」

　
神
戸
大
学
地
域
連
携
推
進
室
特
命
准
教
授 

松
下
正
和
氏

①「
日
置
川
流
域
の
文
化
財
の
保
全
と
活
用
」

　
白
浜
町
教
育
委
員
会
学
芸
員 

佐
藤
純
一
氏

②「
富
田
・
飛
鳥
神
社
の
津
波
警
告
板
」

　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特
命
講
師 

木
村
修
二
氏

③「
棟
札
に
記
さ
れ
た
災
害
の
記
憶

　
　
　
　

―

田
野
井
春
日
神
社
を
事
例
に―

」

　
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や
ま 

砂
川
佳
子
氏

④「
昭
和
33
年
日
置
川
水
害
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

―

い
ま
も
つ
づ
く
住
民
に
よ
る
検
証―

」

　
和
歌
山
大
学
非
常
勤
講
師

　

 

鈴
木
裕
範
氏

⑤「
焼
火
地
蔵
信
仰
の
広
が
り―

市
江
地
蔵
尊
を
中
心
に―

」

　
和
歌
山
県
文
化
遺
産
課

　

 

松
原
瑞
枝
主
事

た
く 

ひ

た
く 

ひ

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
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県
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の
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屋
さ
ん
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歌
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県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
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収
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憶
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収
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法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文

。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
配
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は

合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

間
時
館
開

◆

前
午

10

◆

日
休
替
振
び
及
日
祝
・
日
曜
日
・
土

前
午

10

日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

）
日
平
の
後
の
そ

は
き

◆

始
年
末
年

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

日
４
月
１
・

）
日
５

は
き
と
の
日
曜
月
（

12
月

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ

、

、

、

は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

間
期
理
整
別
特
・

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

第

号

和
令

元
年
7
月

日

発

行

行
発
・
集
編

館
書
文
立
県
山
歌
和

一
四
六
〒

－

一
五
〇
〇

七
目
丁
一
松
高
西
市
山
歌
和

－

八
三

内
館
学
志
に
く
の
き

電

話

三
七
〇

－

六
三
四

－

〇
四
五
九

Ｘ
Ａ
Ｆ

三
七
〇

－

六
三
四

－

一
四
五
九

印

刷

55

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

文
書
館
の
利
用
案
内

、、

、

　

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会

議
（
和
博
連
）
は
、
和
歌
山
県
内
の
博
物
館
や

資
料
館
、
市
町
村
教
育
委
員
会
な
ど
七
九
組
織

が
加
入
す
る
団
体
で
す
。
文
書
館
は
幹
事
館
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

和
博
連
は
、
災
害
時
に
会
員
同
士
、
或
い
は

県
内
外
の
諸
機
関
と
協
力
し
て
「
文
化
財
レ
ス

キ
ュ
ー
」
を
行
い
ま
す
。
平
時
に
は
災
害
に
備

え
、
博
物
館
施
設
や
文
化
財
の
防
災
・
減
災
等

に
つ
い
て
研
究
や
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
研
修
会
は
、
由
良
町
教
育

委
員
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
ゆ
ら
ふ
る
さ
と

伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
由
良
町
の
歴
史
資
料
や
美
術
工
芸

品
、
農
具
・
漁
具
な
ど
の
生
活
用
品
、
出
土
し

た
埋
蔵
文
化
財
、
虚
無
僧
資
料
や
昔
の
写
真
、

さ
ら
に
貝
類
な
ど
約
九
、〇
〇
〇
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。以
前
か
ら
旧
白
崎
中
学
校
で
整
理
・

保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
三
十
年
四
月
、

条
例
設
置
に
よ
り
正
式
開
館
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
同
町
教
育
課
新
田
主
事
か
ら
、

条
例
設
置
、
開
館
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
が
あ
り
、
長
年
資
料
を
収
集
・
整
理
・
保
存

し
て
こ
ら
れ
た
大
野
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

長
が
展
示
を
御
案
内
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
の
改
正
を
受
け
て
県

教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
県
内
文
化
財
施
策
の

基
本
方
針「
和
歌
山
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
」

へ
、「
和
歌
山
県
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
く

文
化
財
の
災
害
対
策
を
盛
り
込
む
た
め
、
大
災

害
発
生
時
の
相
互
連
絡
・
相
互
協
力
・
文
化
財

レ
ス
キ
ュ
ー
等
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
、
会

員
間
で
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

和
歌
山
県
庁
舎
設
計
者

  

増
田
八
郎
の
履
歴
書

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

明
治
時
代
後
期
の

　

 

和
歌
山
県
下
の
本
屋
さ
ん

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議（
和
博
連
）平
成
三
十
年
度
研
修
会

　

  

於 

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
旧
白
崎
中
学
校
）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
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平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

平
成
三
十
年
度

　
　
新
収
古
文
書
の
紹
介

平
成
三
十
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

平
成
三
十
年
度

　
公
文
書
の
引
継
・
収
集

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議　

平
成
三
十
年
度
研
修
会　

参
加
者
二
五
名

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館
（
旧
白
崎
中
学
校
）
理
科
室
・
展
示
室　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

①
「
文
化
財
保
護
法
の
改
正
と
和
歌
山
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
に
つ
い
て
」

　
　

和
歌
山
県
教
育
庁
文
化
遺
産
課　

黒
石
哲
夫
教
育
企
画
員

②
「
和
歌
山
県
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
文
化
財
等
救
援
・
保
全
活
動
と
和
博
連
」

　
　

和
博
連
副
代
表
幹
事　

藤
隆
宏
県
立
文
書
館
主
査

③
「
ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館
の
条
例
設
置
・
開
館
の
経
緯
に
つ
い
て
」

　
　

由
良
町
教
育
委
員
会
教
育
課　

新
田
天
馬
主
事

④  

ゆ
ら
ふ
る
さ
と
伝
承
館
見
学　
　

案
内
：
由
良
町
文
化
財
保
護
審
議
会　

大
野
治
委
員
長




